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抗 Rpn7 (S.cerevisiae) 抗体, アフィニティ精製 
   

62-205  100 ul         

 

プロテアソームはユビキチンで修飾されたタンパク質を分解する酵素である。ユビキチン-プロテアソー

ムによる分解システムは、傷害を受けたりミスフォールドしたタンパク質を除去するのみならず、細胞周

期制御、免疫応答、シグナル伝達といった細胞内の様々な働きに関わっている(文献 1)。Rpn7 は 26 Sプロ

テアソーム lid（蓋部）の制御サブユニットのひとつである(文献 1、2)。RPN7 遺伝子は正しい lid 構造を

形成して 26S複合体を構築するのに重要であることが知られている(文献 3、4)。 

 

用途: 

1) ウエスタンブロッティング (~1000倍希釈)     2) 免疫沈降  

他の用途は試されてない。 
 

製品: リコンビナント Rpn7p でアフィニティ精製したウサギ・ポリクローナル抗体 
 

抗原: 大腸菌に発現させたリコンビナント酵母 Rpn7p (文献 4) 
 

形状: 精製 IgG in 100 mM NaCl, 10 mM Tris-HCl pH 7.4, 0.05 % sodium azide 
 

反応特異性: S. cerevisiae Rpn7p。他の種は試されてない。 
 

保存: ４℃または-20 C で送付、小分けして-20℃で保存。冷凍解凍は避けるべきであるが、必要な時は急

速に行う。 
 

データリンク:  SGD RPN7/YPR108W 

 

文献: この抗体は文献 3、4に用いられた。 
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関連製品:          #62-201 anti-Rpn3,     #62-203 anti-Rpn5,  

#62-207 anti-Rpn9,    #62-209 anti-Rpn12,    #62-211 anti-Nob1, 

#62-213 anti-Nas6,    #62-215 anti-Tem1 

図 1 S. cerevisiae 粗抽出液においてこの抗体を用いてウエ

スタンブロッティングを行い、Rpn7 (49kDa)を検出した。 
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